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　'2015年１月中旬から下旬にかけ
ての経済状況について、関連する
業界、地域等の現状やご自身の知
見・経験等を踏まえ、3か月前(2014
年10月中旬から下旬)と比べて良く
なっているか、悪くなっているか選
んでいただき、その理由をデータや
具体的な事例とともに300字以内で
ご記入ください。その際、前年との
違い等お気づきの点があれば併せ
てご記入下さい。

２－１

「経済財政諮問会議における今後
の課題について」（平成26年12月27
日経済財政諮問会議　甘利経済財
政政策担当大臣提出資料）をご覧
いただき、特に強化・加速すべきと
お考えになる取組について具体的
なご意見がございましたら500字以
内でご記入ください。

２－２

　質問２－１でご提案いただいた取
組について、その背景となる具体的
な事例やモデルがあればご紹介く
ださい。

-

良くなってい
る

-

デフレ脱却・経済の好循環の継続に向けた取組 １．流通業に携わる立場から言えば、消費・投資の拡大を推進していただきたい。女性が働きやすい環境整備、子育
て世代への資源配分の強化が必要と考えている。
私企業としては、社員の意識改革のため女性管理職の登用・ダイバーシティ・マネジメントセミナー開催などに取り組
んでいる。しかし私企業だけでは対応しきれない課題も多い。幸い2015年度予算では、保育所の整備、子育て給付金
の支給継続などに重点が置かれた。国・地方政府・私企業が力を合わせて、子育て環境の整備に取り組んでいくべき
だ。

２．社会保障制度改革は、喫緊の課題のひとつである。民主党政権時に『社会保障と税の一体改革』を与野党間で取
り決めた。しかし高齢者向けの給付抑制、年金の支給開始年齢見直しなど痛みをともなう改革に、内閣は必ずしも意
欲的に取り組んではいないと思われる。消費者は社会保障制度の持続可能性を懸念しており、それが保守的な消費
行動を招いている。政府は、安定的な社会保障制度を構築し将来の不安をなくすことに真摯に取り組んでいただきた
い。

政策コメンテーター報告（第１回、意見照会期間：2015年1月20日～1月30日）　戸井　和久：株式会社イトーヨーカ堂代表取締役社長

質問事項

経済動向

　昨年12月の衆院選を経て、アベノミクスは信任された。消費税率の引き上げが2017年4月へ延長されたことで、消費
者は税率引上げに対する不安を払しょくできた。
　さらに企業業績の改善を背景に賃金引上げに前向きな企業が増えている。これらの要因から、1月以降の経済状況
は昨年10月に比べれば改善に向かうと期待する。

　ただし消費者は、価値ある商品・新商品のみに関心を持っている。従来商品は、たとえ値下げをしても消費意欲を呼
び起こすことはできない。小売業は、メーカー・卸と情報共有し、価値ある商品を企画・生産・販売しなければ売上を伸
ばすことはできない。




